
世界最大級の淡水魚、その鱗に宿る価値。

ペルー産ピラルクー（パイチェ）の鱗

美しさと力強さを兼ね備えた、唯一無二の魚鱗。

ピラルクーは、

ペルーでは「パイチェ」と呼ばれ、

アマゾン地域で古くから食用として

親しまれてきた世界最大級の淡水魚です。

AIPE では、ワシントン条約（CITES）の

条件を満たした完全養殖ピラルクー

のみを取り扱っています。

食肉として使用する

全長約 1.1～1.5 メートルの個体でも、

鱗は約 4cm前後、

大きなものでは約 6cm前後になります。

一枚一枚異なる模様を持ち、

同じものは二つとありません。

大型魚ならではの存在感と

美しい模様が大きな魅力です。

ピラルクー

（パイチェ） の鱗とは

ピラルクーは、

ワシントン条約（CITES）の

対象種です。

そのため、国際取引を行うには、

CITES の条件を満たす必要が

あります。

その条件の一つが、

完全養殖個体であることです。

AIPE では、輸出するすべての

ピラルクーに完全養殖個体を使用し、

CITES の正式な輸出手続きを経て

世界各国へ輸出しています。

ワシントン条約

（CITES） について

ピラルクーは、

アマゾン川で最大級かつ

最も強い淡水魚の

一つとして知られています。

その鱗は、

硬い外層と柔軟な内層からなる

特殊な構造を持っています。

ピラニアの鋭い歯から

身を守るために進化した

この構造は、世界中で研究され、

防護材料の開発にも

生かされています。

驚異的な

強さを持つ魚鱗

アマゾン地域では、ピラルクーは

豊かさを象徴する魚として

古くから大切にされてきました。

そのため、その鱗は

負のエネルギーから身を守り、

幸運や経済的繁栄をもたらす

お守りとして受け継がれています。

現在でも、お守りやアクセサリー、

インテリアなどに利用されています。

※この内容は、

　アマゾン地域に伝わる文化・伝承です。

アマゾンに伝わる

幸運のお守り

ピラルクーの鱗は、

その大きさと美しい模様を生かし、

さまざまな用途に活用されて

います。

　　・お守り

　　・キーホルダー

　　・ネックレス・アクセサリー

　　・インテリア

　　・工芸品

　　・ハンドメイド素材

　　・アート作品

一枚ごとに異なる模様を

持つことから、

アクセサリーや工芸品など、

世界に一つだけの作品づくりに

活用されています。

幅広い用途
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